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基礎的な音声言語技能を育てる 

系統的な教材作成と指導方法の研究 
－全校的・継続的に取り組む実践を通して－ 

有田市立初島小学校 
                           教諭 大 橋 厚 紀 
【要旨】 

言語に関する基礎的な知識や技能を，より確かに習得させるには，国語科の授業だけで
は，必ずしも十分とは言えない面がある。ここでは，音声言語の基礎的な技能を育てる教
材を作成し，基礎学力補充のための帯単元の時間を活用して，継続的に指導を行う方法に
ついて研究した。 
 児童が楽しみながら，意欲的に活動できる教材を作成するだけではなく，校内体制づく
りの際には，教材の内容や指導方法を学級担任に説明する機会を設けて，全学級で担任に
よる指導を行った。また，児童の反応や変容などから，作成した教材，指導方法，校内体
制づくりなどについての考察を行った。 

【キーワード】 
 基礎的な音声言語技能 帯単元 教材作成 指導方法 校内体制づくり 

１ テーマ設定の理由 
（１）社会情勢から 

核家族化や少子化，また，地域社会における人々の結びつきの希薄化，あるいは情
報化やグローバル化の進展により，コミュニケーション能力の重要性は，今後更に増
大していくと考えられる。コミュニケーションは様々な要素を持っているが，中でも
言語による双方向の意思伝達が，とりわけ大きな部分を占める。

言語によるコミュニケーション能力は，本来家庭や地域など，子どもを取り巻く環
境全体を通して育まれるものであるが，学校教育においても意図的，計画的にこの力
を育てることの重要性が更に高まっている。

（２）教育施策から 
         新学習指導要領では，国語科をはじめ各教科で，記録，説明，批評，論述，討論な 

どの言語を使った活動を行い，「言語の力」を育むことが示されている(※１)。和歌山 
県長期総合計画においても,「確かな学力」や「豊かな心」の基盤となる「ことばの 
力」の育成に取り組むこと(※２)が示され，和歌山県教育振興基本計画においても，
すべての教科等において，子どもたちの思考力・判断力・表現力やコミュニケーショ 
ン能力を育む言語活動を大切にした授業を展開することなど，学校の教育活動全体を
通じて，「ことばの力」の育成に取り組むこと（※３）が示されている。 

（３）言語活動の関連性 

言語活動は，「話す」，「聞く」，「読む」，「書く」活動が密接に関わり合っている。そ 

の中でも，音声言語による活動である「話す」，「聞く」活動は，その発生の順序から

見ても，また，日常生活における活動量の多さから見ても，あらゆる言語活動の基礎

になる。 

  さらに，我々は内言語（注）を用いながら，自己と対話する形で思考・判断をして

いる，という点を考えると，論理的な話し方を身に付けることは，思考力を向上させ

る上からも重要であると言える（図１）。 

このような理由から，本研究では，「話すこと」，「聞くこと」，「話し合うこと」に焦点

を絞り，音声言語の基礎的な技能の育成を図るための教材及び，その指導方法を開発す

る。 
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２ 研究内容 

（１）教材作成の基本的な考え方 

  ア 「めざす姿」の設定

「互いの立場や考えを尊重しながら，豊かな言葉で伝え合う児童」という全体の

目標及び，「話す」，「聞く」，「話し合う」の３項目について，低・中・高学年ごとに

目標を設定した（表１）。

イ 教材及びプログラム構成表の作成   

教材を作成するに当たっては，個々の教材における指導のねらいが，学習指導要

領に示された，どの目標及び活動例に対応したものであるのかを明確にするために，

プログラム構成表を作成した（巻末資料）。

例えば，１･２年生の話し方の基本として学習指導要領に示されている，「姿勢」，

「口形」，「声の大きさ」，「速さ」，「はっきりした発音」といった要素を身に付けさ

せるための教材として，A-1「口の体操①」，A-2「口の体操②」，A-3「口の体操③ 日

本語のリズム」などを作成した。なお、「A-1」等の教材の通し番号は，巻末資料の

プログラム構成表に対応している。

          また，今回の学習指導要領の改訂で新しく示された，「伝統的な言語文化と国語

の特質に関する事項」における，「昔話や神話・伝承などの本や文章の読み聞かせを

聞いたり，発表し合ったりすること」という点に対応するために，A-7「リズムに合 

図１ 言語活動の関連性 

表１ めざす姿と「話す」，「聞く」，「話し合う」ことについての目標
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わせて あんたがたどこさ」，A-8「リズムに合わせて 道成寺の手まり歌」，A-19 

「暗唱しよう 寿限無」などの教材を作成した。

ウ 教材の種類  

 教材は，A 話すこと１，B 話すこと２，C 聞くこと，の 3 つに分けて作成した。A

話すこと１は，口形や声の大きさ，読む速さなどの基礎的な技能を定着させるもの

や，名文暗唱や朗読など，くり返して音読や暗唱に取り組まるものである。B 話す

こと２，C 聞くことは，「話す」，「聞く」，「話し合う」活動のモデルを示しながら，

実際に活動させるものである。 

 どの教材でも，単に一人一人が個別に活動するのではなく，ペアやグループで音

読や，お互いの考えを聞き合う活動を，十分に取り入れるようにした。話す活動と

聞く活動が，双方向的に同時進行しながら，児童同士がしっかりと関わり合いなが

ら活動できるようにするためである。 

  エ 指導のねらい，ふり返りシートの作成

各担任が指導する際に，指導のポイントを共通理解するために，指導のねらい，

指導の展開，評価の観点を示した「指導のねらいシート」及び各活動における児童

の自己評価のための「ふり返りシート」を作成した。「ふり返りシート」は，指導後

に教材や指導方法を改善する際の資料としても活用した。

（２）全校的に継続して行う意義と重要性 

基礎的な知識技能は，短期間の指導で身につくものではない。一定の継続的な指導

を必要とするものである。そういった意味で，国語科の授業の中だけでは，言語に関

する基礎的な知識や技能を，十分に習熟させるに足りる活動の場や時間を確保するこ

とが難しい面がある。 

そこで，本校で学力補充のために位置づけられた「初小タイム」の時間を活用し，

全校的に継続して指導を進めることで，基礎的な音声言語技能を育てることができる

のではないかと考えた（図２）。なお、「初小タイム」は，第５限開始の前に帯単元と

して月，火，木，金の計４日間，15 分ずつ設定している。 

全校的に取り組むにあたっては，まず，「めざす姿」を設定し，各学年ごとに明確な

「話すこと」，「聞くこと」のめあてや，話し方の基本・聞き返し方の基本を示すこと

などの手立てが必要となる。 

図 2 研究概念図 
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（３）指導に向けての体制づくり 

    音声言語に関する基礎的な知識や技能を，系統的な教材を作成して全校的に指導す

るためには，全ての学級で各担任が指導することが必要になる。そこで，研究を進め

るに当たって，共通理解を図るために，教材や指導方法についての説明及び協議の場

を設けた。

まず，教材については，市販されているものや，広く実践されているものなどを参

考に筆者が作成すること，また，教材だけではなく，指導のねらい，指導の展開，評

価の観点を明確にした「指導のねらいシート」も，併せて作成することを伝えた。

次に，各担任による指導の後に協議の場を持ち，教材を使って実際に指導した感想

や，児童の反応などを指導者の視点からの意見をいただき，教材や指導の展開の改善

にフィードバックさせることも提案した（図３）。

さらに、「初小タイム」での指導を開始するのに先立って，各担任が指導の流れを

具体的にイメージできるように，「音読教材」，「暗唱教材」，「話し方の練習をする教材」

についての指導モデルを提示し，実際に指導する場面を各担任に参観してもらう機会

を設定した（表２）。

（ゴシック体で表記したプログラムは，以下に考察を加える。）

図 3 研究の進め方 

表２ モデルを提示した教材一覧 
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３ 指導の実際 

（１）教材名「リズムに合わせて 一番はじめは」を用いた指導例 

ア 指導のねらい  

・姿勢や口形，声の大きさなどに注意して，はっきりした発音で声を出す。 

イ 指導の展開 

これは全国各地で歌われてきた手まり歌，お手玉歌の一つである。一から十まで

の数え歌になっていて，「一（いち
．．

）ばん始めは一（いち
．．

）の宮，二（に
．
）は日光（に

．
っ

こう）の東照宮」というように各行が頭韻を踏んでいるため，声に出して読み進め

るだけで自然とリズムが生まれる。音読教材としても広く実践されているものであ

る。（図４）

教師の後に続いて一行ずつ読む「やまびこ読み」，教師と児童が一行ずつ交代しな

がら読む「交互読み」など，さまざまな読み方で教師の手拍子に合わせてテンポ良

く音読していく。高学年では次第に読むスピードを上げ，早口言葉のようにして音

読することができた。次に「たけのこ読み」について指導した。「たけのこ読み」は，

一人一人の児童が自分の読みたいフレーズを数ヵ所選び，そのフレーズを素早く起

立して音読し，全員で順番に読み進めていく，という群読の方法である。自分の好

きな箇所を選ぶことができる，他の児童との間合いをはかりながら読む，自分の番

になったらさっと立って，読み終わったらさっと座る，という動作が入るなどの理

由から，どの学年でも楽しみながら，とても意欲的に音読に取り組めた（図５）。 

             実際に指導をして感じたことは，テンポ良く様々な読み方をすることで，良い意 

味での緊張感が生まれ，全体の集中力が高まる，ということである。「初小タイム」 

だけではなく，国語科やその他の教科でも授業の始めに行うと効果的だと感じた。

ウ 児童のふり返りシートより 

・たのしかった。またやりたいよ。（1 年女子） 

・きょうのべんきょうは，わかりやすかったです。ずっと言ってると，おぼえる

と思います。（２年女子） 

・テンポを上げたり，遅くしたりして遊んだのがおもしろかった。始めは難しい

のかなと思ってたけど，楽しくておもしろかった。（３年男子） 

・このクラスもけっこうチームワークがあるんだなと思った。今日は，はっきり

言えたと思う。（５年男子） 

・暗唱したりするのが，とても楽しかったです。こんな授業は毎回欲しいくらい 

です。でもあまり声が出せなかったので，今度は大きな声を出したいです。（６

年女子） 

 どの学年でも，様々な読み方で音読をすることの楽しさを感じており，ふり返り 

シートにも，全学年でほとんどの児童が楽しかったと答えていた。 

図５  「一番はじめは」の活動場面図４ A-4「一番はじめは」 
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エ 所感記入用紙より（学級担任）

・「たけのこ読み」，本学年の子どもたちは，大好きなようです。自分で選択した

部分を起立して読むというのは，適度な刺激があって気持ちのいい緊張感にも

なり，楽しみながら音読できるのでしょう。

ほとんどの担任が，初めて「たけのこ読み」をしている所を見たと思われるが，

子どもたちが生き生きと取り組む様子を見て，指導するイメージを持つことがで

きたようだ。

（２）教材名「暗唱しよう慣用句 体の一部シリーズ」，「暗唱しよう 故事成語」を用いた 

指導例 

ア 指導のねらい 

・姿勢や口，声の大きさなどに注意して，はっきりした発音で音読する。 

・長い間使われてきた慣用句や，故事成語の意味を知る。 

・暗唱できるようにくり返し練習する。 

イ 指導の展開 

中学年では慣用句（図６），高学年では故事成語（図７）をそれぞれ 10 個ずつ選 

んで教材を作成した。前述の教材と同様に，「交互読み」，「たけのこ読み」などのバ 

リエーションを用いながら音読練習をした後，暗唱の活動に入っていった。今回は， 

それぞれの語句を前後に分けたカードを作成して，前半部分だけを見せて後半部分 

を言う，後半部分だけを見せて前半部分を言う，などの練習も取り入れた。 

       このような活動を取り入れることで，どの学年でも暗唱することにとても意欲的 

に取り組めた。「少し難しそうだけど，おもしろそうだ。」「○○君はどんどんできる 

ようになっている。」など，ペアやグループによる活動を通して，お互いに意欲を高 

め合いながら活動できた。このような小さな成功体験を，学級集団の中でともに積 

み重ねることは，とても意味のあることだと改めて感じた。そのためにも，全員が 

課題を達成し，成就感を味わえるような教材の内容や指導の展開を，各学級の実態 

に合わせながら，事前に準備することの大切さを改めて感じる授業であった。 

ウ 児童のふり返りシートより 

・言葉を覚えるって楽しいなと思った。（６年男子） 

・この勉強は，とっても楽しかった。たったの 3 分で覚えられたし，一回もつま

らず言えた。（３年男子） 

・暗唱はとても難しかった。○○ちゃんはすらすらと言えていたけど，わたしは

少しつまりました。とても悔しいです。またおうちで勉強して，できるように

なりたいと思います。今日の暗唱は楽しかったです。（３年女子） 

短時間で一定量のテキストを暗唱できた達成感を持てた児童，友だちとの良い意

味での競争意識を持てた児童，あるいは「難しかったけど楽しかった」という，学

ぶ楽しさを感じた児童の姿がうかがえる。

図６ A-16「暗唱しよう（慣用句）」 図７ A-17「暗唱しよう（故事成語）」

‐28‐ ‐29‐

るのは



－29－

エ 所感記入用紙より（学級担任）

       ・楽しんで取り組んでいました。一番良かったのは，今までグループ活動や隣同 

士の活動を嫌がっていた子（男子２名）が，自分から隣の席の子に「覚えてい 

るかチェックして」と言って活動を始めていたことです。 

・暗唱に対する意欲は，どの子にもありました。短時間しか練習できなかったの 

に，すべて暗唱できている子もいました。子どもの吸収力はすごいです。 

       普段自分が指導している学級集団を，違う視点から見ることで，学級担任にも新 

たな発見があったようである。指導方法を交流し合ったり，教材を新たに作成した 

りするためにも，このように教師同士がお互いの授業を参観し合うことを，今後も 

積極的に取り入れたい。 

（３）教材名「すきですか きらいですか」，「賛成ですか 反対ですか」を用いた指導例 

  ア 指導のねらい  

・主語と述語の整った文で話す。 

・理由や根拠をはっきりさせ，筋道立てて話す。 

イ 指導の展開 

「ぼく（わたしは）○○がすきです。」，「そのわけは○○だからです。」のような

話し方のモデルを示し，そのモデルに沿って自分の考えを話す練習をする教材を作

成した。これらの教材は，三森ゆりか氏のコミュニケーションスキルトレーニング

である「問答ゲーム」を基に作成した（三森，2002）。 

ある話題について，自分は好きか嫌いか，または賛成か反対か，など，自分の考

えをわかりやすく伝える話し方を練習する教材である（図８）。「夏と冬ではどちら

が好きですか」，「小学生が携帯電話を持つことに賛成ですか，反対ですか」など，

学年に応じた話題を設定した。ワークシート等に自分の考えを書き，それを見なが

ら話すのではなく，一分程度の間に理由を一つないし二つ考えて，モデル文に沿っ

て答える。まずは，席が隣の児童同士がペアで練習し，最後にうまく話せていた児

童を紹介し合う，という流れで指導した。 

これらの教材を使って指導していく中で，子どもたちの話し方は，数回練習する

だけでわかりやすいものになっていった。しかし，それだけではなく，相手の話を

聞く態度にも大きな変容があった。相手の目を見ながら，話をしっかり聞いている

児童が目立った。明確な話し方を示すことは，聞く時のポイントをはっきりさせる

ことにもなり，話し方と同時に聞き方も良くなったのである（図９）。 

その一方で，課題点も浮かび上がってきた。学年によって話題は変えたものの，

基本的な指導の流れは，モデル文の提示，ペアによる練習，発表という共通の形で

あった。低学年では，ペアによる活動よりも，教師と児童一人一人がマンツーマン

で練習する場面がもっと必要である。逆に高学年では，基本的な点を最初の段階で

押さえておけば，ペアやグループでどんどん活動していける。そういった点を踏ま

え，各学年の実情に合わせて，指導の展開を改善していく必要がある。 

図８ B-7「賛成ですか 反対ですか」 図９「すきですか きらいですか」の活動
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ウ 児童のふり返りシートより 

・友だちが何がすきか，なにがきらいかわかっておもしろかった。（２年男子） 

・ぼくは，女の子とやったからきんちょうしたよ。はじめあまり答えられなかっ

たけど，後からだんだんと答えられるようになりました。楽しかったです。（３

年男子）

・「おもしろい」，「楽しい」は，単なる感想なので，どこがどうおもしろいのか，

楽しいのかを言うと相手に伝わりやすい。（５年女子）

・賛成と反対の意見は，どちらも説得力があった。（６年男子） 

エ 所感記入用紙より（学級担任）

・このような教材を扱うことによって，主語，述語が適切に使えるようになり，

話す力の基礎が培われていくと思います。

これらの教材を用いて指導した時には，必ず主語を付けて話すことのほかに，た

だ「楽しいから」と答えるのではなく，どこが楽しいのか，なぜ楽しいのかを加え

ると，より相手にわかってもらいやすくなることや，「理由は二つあります。一つめ

は○○です。二つめは○○です。」というナンバリングの話し方などについても指導

した。

低学年から，段階を踏んで継続して指導することで，論理的な話し方が自然と身

につくと思われる。ただ，常に強制的にモデル文に当てはめさせるだけではなく，

このような指導を続けていきながら，それぞれの学級集団で，様々な話し合いの活

動を通して，論理的な話し方を増やしていくことが求められる。

４ まとめ 

本研究では，系統的な教材を作成して，全校で継続的に取り組むことで，基礎的な音

声言語技能の育成をめざした。以下，教材作成の過程及び校内の体制づくりの二つの視

点から考察する。 

（１）教材作成の過程において 

ア 成果

プログラム構成表（巻末資料）を作成しながら教材を順次作成したことで，学習

指導要領国語科に示された各学年の内容に応じた教材を，偏ることなく作成するこ

とができた。また，市販されているものや，広く実践されているものなどを参考に

することで，「話すこと」，「聞くこと」，「話し合うこと」，「音読」，「暗唱」など幅広

い教材を編成していくことができた。

指導のねらい，指導の展開，評価の観点を明確にした「指導のねらいシート」を

教材とともに作成した。この「指導のねらいシート」は，各学級担任が指導する際

のめやすになった。

単に反復を強いたり，無理にひな形に押し込めたりするものにならないように，

児童が興味や意欲を持って，楽しく取り組めるという点を大事にして教材を作成し

た。実施したどの教材でも，この点については概ね達成できた。

  イ 課題

各学年ごとの年間指導計画を作成する必要がある。そうすることによって，国語

科を始め，各教科，領域における様々な言語活動との関連性を持たせた指導が可能

となる。

１年間を通じて継続的に指導することを考えると，教材の数は，決して十分とは

言えない。さらに，様々な教材を増やしていく必要がある。今回作成した教材を基

にすることによって，前述した音読のバリエーションを用いたり，話し方の練習の

基本形をアレンジしたりして，各学級担任が，自分でも同様の教材を作成すること

も可能ではないだろうか。

15 分という活動時間を考えた時に活動内容にやや無理が生じる教材もあった。基

礎的な音声言語技能のすべてを「初小タイム」で育成しようとするのではなく，「初

小タイム」で何ができるか，何をすれば効果が上がるかについての検討が必要であ

る。

　15 分という活動時間を考えた時に，活動内容にやや無理が生じる教材もあった。基

礎的な音声言語技能のすべてを「初小タイム」で育成しようとするのではなく，「初

小タイム」で何ができるか，何をすれば効果が上がるかについての検討が必要であ

る。
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（２）校内の体制づくりにおいて 

ア 成果

基礎的な音声言語技能を育てるために，系統的な教材を作成し，全校的に継続し 

て指導する，という本研究の趣旨を十分説明し，学校全体の協力を得て研究を進め

ることができた。単に教材を作成するだけではなく，指導方法の説明会を行ったり，

より具体的な指導の流れをイメージできるように，全学級で筆者が指導する場面を

各担任に参観してもらったりすることで，連携を深めながら進められたことが，そ

の要因として考えられる。 

 イ 課題 

今回は研修員という立場で，教材や指導計画などを作成することができたが，指

導方法の改善や新たな教材づくりなど，各担任と意見を交える機会は，決して十分

ではなかった。次年度以降も本研究を全校的に進めていくためには，学校教育計画

や，学校研究課題の計画の中にしっかりと位置づけて，指導計画や指導体制を確立

する必要がある。 

〈注釈〉 

注 大辞林では，本を黙読したり思考活動したりする時などに心の中で用いられる具体的発声を伴わな 

い言語。内語。としている。 
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（巻末資料） プログラム構成表 
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